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当
機
構
の
独
立
行
政
法
人
と
し
て

の
第
一
期
の
中
期
計
画
期
間
が
、
こ

の
三
月
末
に
終
了
し
た
。
○
三
年
一

○
月
か
ら
の
三
年
半
の
研
究
成
果
は
、

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
シ
リ
ー
ズ
」

全
八
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
仮
製

本
な
が
ら
、
二
○
○
頁
を
超
え
る
Ａ

五
判
の
各
巻
が
税
込
二
一
○
○
円
と

い
う
大
特
価
で
あ
る
。
当
機
構
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
で
も
全
文
公

開
し
て
い
る
が
、
研
究
機
関
や
図
書

館
等
で
は
、
購
入
・
所
蔵
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
（「
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
研
究
シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て

の
詳
細
は
、
当
機
構
のH

P
[U
R
L
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参
照
）。

テ
ー
マ
も
、N

o.1

地
域
雇
用
創
出
、

N
o.2

労
働
条
件
決
定
シ
ス
テ
ム
、

N
o.3

雇
用
戦
略
、N

o.4

就
業
形

態
の
多
様
化
、N

o.5

成
果
主
義
と

長
期
雇
用
、N

o.6

教
育
訓
練
、

N
o.7

仕
事
と
生
活
の
両
立
、N

o.8

中
高
年
再
就
職
支
援
、
と
多
様
・
多

彩
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の

テ
ー
マ
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
指

定
さ
れ
る
の
で
、
厚
生
労
働
省
が
政

策
形
成
上
重
要
だ
と
考
え
る
労
働
関

係
の
テ
ー
マ
が
当
機
構
に
研
究
指
示

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
研
究
成
果

の
執
筆
は
、
当
機
構
の
研
究
員
だ
け

に
よ
る
も
の
で
な
く
、
各
学
問
分

野
・
専
攻
を
網
羅
し
、
労
働
研
究
の

第
一
人
者
で
構
成
さ
れ
る
特
別
研
究

員
や
そ
の
他
の
外
部
研
究
者
の
研
究

参
加
・
執
筆
協
力
も
得
て
い
る
。
と

に
か
く
多
方
面
に
及
ぶ
研
究
成
果
で

あ
る
の
で
、
各
巻
か
ら
関
心
の
あ
る

テ
ー
マ
の
論
文
を
つ
ま
み
食
い
的
に

ビ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
読
み
方

も
有
用
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
現
在
解
決
が
期
待
さ
れ
る
課
題

の
た
め
の
労
働
政
策
に
適
切
に
反
映

さ
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
労
働
政

策
課
題
も
豊
富
に
含
む
で
あ
ろ
う
当

シ
リ
ー
ズ
が
「
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
の
よ

う
に
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
」
洛
陽
の
紙

価
な
ら
ぬ「
東
京
の
紙
価
を
高
め
る
」

こ
と
を
祈
り
た
い
。

今
月
の
耳
よ
り
情
報

　

特
に
公
共
図
書
館
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
書
き
込
み
を
す

る
、
マ
ー
カ
ー
で
印
を
つ
け
る
、
ひ

ど
い
も
の
で
は
ほ
し
い
と
思
っ
た
箇

所
を
切
り
取
る
、
な
ど
と
い
っ
た
、

図
書
館
所
蔵
の
図
書
の
汚
損
・
破
壊

が
と
き
お
り
新
聞
紙
上
で
紹
介
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
本
を
ま
た
い
で
も

い
け
な
い
と
教
え
ら
れ
た
世
代
に
と

っ
て
は
、
痛
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。

本
に
対
す
る
、
あ
る
い
は
著
者
の
労

苦
に
対
す
る
尊
敬
の
念
が
薄
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
他
の

利
用
者
の
こ
と
な
ど
念
頭
に
な
い
、

現
在
の
社
会
を
お
お
う
自
己
中
心
的

な
行
為
の
あ
ら
わ
れ
だ
ろ
う
か
。
汚

損
・
破
壊
は
、
論
外
の
犯
罪
行
為
だ

が
、
期
限
内
に
本
を
返
さ
な
い
延
滞

行
為
も
犯
罪
的
と
い
え
る
。
他
人
の

利
用
を
妨
げ
る
と
と
も
に
、
返
却
す

る
気
持
ち
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
窃

盗
と
も
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は

ど
う
し
た
ら
汚
損
・
破
壊
を
防
ぎ
、

延
滞
者
か
ら
速
や
か
に
図
書
の
返
却

を
し
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
。
悲
し

い
か
な
人
間
は
（
勿
論
小
子
を
含
め

て
の
こ
と
だ
が
）、「
公
共
の
図
書
を

自
己
中
心
的
に
使
う
、
延
滞
し
て
も

気
に
な
ら
な
い
」
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
い
く
ら

か
ず
つ
は
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
あ
る
限

度
を
超
え
て
ま
と
ま
っ
て
も
っ
て
い

る
人
が
犯
罪
（
的
）
行
為
に
走
る
の

で
は
な
い
か
。
い
く
ら
返
却
を
督
促

し
て
も
意
に
介
さ
な
い
人
が
多
す
ぎ

る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
妄
想
に
か
ら

れ
て
し
ま
う
。
犯
罪
を
未
然
に
抑
止

す
る
た
め
に
は
、
監
視
型
社
会
を
作

り
上
げ
る
し
か
な
く
、
そ
れ
は
コ
ス

ト
面
は
と
も
か
く
、
息
苦
し
い
世
の

中
に
な
る
の
で
願
い
下
げ
に
し
た
い

が
、
啓
蒙
活
動
だ
け
で
は
多
分
む
り

が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
コ
ス
ト
と
不

具
合
の
甘
受
の
せ
め
ぎ
あ
い
と
な
る

が
、ま
た「
水
清
け
れ
ば
魚
住
ま
ず
」

と
も
い
う
が
、
汚
損
・
延
滞
の
な
い

図
書
館
と
い
う
の
は
、「
百
年
河
清

を
待
つ
」
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ

う
か
。 図

書
館
長
の
つ
ぶ
や
き

　当図書館は、社会科学関係書を中心に和書97,000冊、洋書25,000冊、和洋の製本雑誌20,000冊を所蔵している労働関係の専門図書館です。
　労働関係の分野には、労働法、労働経済、労働運動、雇用職業、女性労働、パート派遣、高齢者労働、障害者労働、外国人労働、社会福祉など
があり、これらで、蔵書の半数以上を占めています。この他にも、経済書をはじめ経営学、心理学、教育学、社会学など関係分野に及んでいます。また、
和雑誌（490種）、洋雑誌（220種）、紀要（500種）、組合機関誌・紙についても、受け入れています。
　特色としては、厚生労働省をはじめとする官公庁発
行の統計類などの逐次刊行物、日本経団連など経

営者団体の刊行物や民間研究団体刊行物、社史があり、労働組合に関しては、
労働運動史、ナショナルセンターや産業別組合の大会資料などを継続的に収
集しています。洋書については、特にILO（国際労働機関）総会の議事録や
OECD（経済協力開発機構）の刊行物、各国政府の労働統計書などを収集し
て閲覧に供しています。特殊コレクションは、戦前・戦後を通して労働組合の歴
史的に貴重な原資料を収集、保管しています。

（新着受け入れ図書の詳細は、当機構ホームページの「労働図書館」内「新着図書情報」をご覧ください） 

③本田由紀編『若者の労働と生活世界』大月書店(365頁,B6判) 
若者の労働を、若手社会学者 13 人が分析している、若者による若者研究の書である。若者の未熟さ、必死
さに共感する、もう若くない編者が、労働、教育等に関する議論を編集、いつの時代も、若者は異端的存在
であるが、編者のような媒介者を通じてこそ、大方の大人も、若者理解のとば口に立つことができるのである。

②奥西好夫編『雇用形態の多様化と人材開発』ナカニシヤ出版（228頁,A5判）
本書は、社会人大学院生の修士論文を主題別に編集した「シリーズ日本の人材形成」の3作目であり、雇用 
・就業形態の多様化に関する事例研究論文を収めている。障害者雇用や労働力の非正規化・外部化等のテー
マを扱っているが、現場の社会人の問題意識が大学院教育を介して、優れた論文として現れているだろうか。

①稲上毅他編『労働ＣＳＲ』ＮＴＴ出版（ⅹ+298頁,A5判）
最近またもや企業不祥事が続発し、その社会的責任(CSR)が注目されている。企業は社会的な存在であり、
CSRを果たすことは当然であるが、一方の当事者である労働組合の責任も大きい。本書は、アンケート調
査や聞き取り、研究メンバー間の綿密な討議によって、誠実に労働CSRの問題点を解明しようとしている。

④風間直樹著『雇用融解』東洋経済新報社（ⅹⅰ+304頁,B6判）
良好な雇用機会が新規学卒正社員に限定されている日本では、非正社員の就労条件はかなり悲観的である。
さらに、グローバル競争は、安い労働力を求める企業側の欲望を駆動させた。本書は、若き記者による全国
の非正規雇用現場の記録である。この暗澹とした状況を「若者再チャレンジ」政策は打破できるであろうか。

⑤辻勝次編著『キャリアの社会学』ミネルヴァ書房（ⅶ+269頁,A5判）
バブル崩壊前の「会社本位のキャリア形成」から、崩壊後の市場競争下での「自己責任によるキャリア形成」
への変化を、大企業労働者からのライフストーリー聞き取りと各社資料に基づき、個人の主体性の面から分
析、基幹部分と周辺部分の格差が拡大しているとして、そのような企業の持続可能性に疑問を呈している。

⑥天笠崇著『成果主義とメンタルヘルス』新日本出版社（174頁,新書判）
過労死・過労自殺をももたらす長時間労働と、近年の成果主義が重なったとき、労働者はどのような心身状
態に陥るのか。企業からは高い労働努力を求められながら、労働者のコントロール度が低く、努力も報われ
ない状況は悲惨である。成果主義等との関係を解明しようとしている、小著ながら説得力ある著作である。

⑦レナード・ショッパ著『「最後の社会主義国」日本の苦闘』毎日新聞社(398頁, B6判）
⑧佐喜真望著『イギリス労働運動と議会主義』御茶の水書房（xⅳ+358+ⅲ頁, A5判）
⑨坂脇昭吉他編著『現代日本の社会政策』ミネルヴァ書房（ⅷ+332頁, A5判）
⑩A.エバース他編『欧州サードセクター』日本経済評論社（xii+368頁, A5判）
⑪広井良典他編著『中国の社会保障改革と日本』ミネルヴァ書房（ⅷ+329頁, A5判）

⑫馬場房子他著『「働く女性」のライフイベント』ゆまに書房（v+251頁, A5判）
⑬塩見佳代子編著『英語deハローワーク』文理閣（217頁, A5判）
⑭千野信浩著『できる会社の社是・社訓』新潮社（190頁, 新書判）
⑮阿部真大著『働きすぎる若者たち』日本放送出版協会（204頁, 新書判）
⑯本間義人著『地域再生の条件』岩波書店（xiv+222頁, 新書判）

図書館だより
６月の主な受け入れ図書

開館時間：9:30～ 17:00
休　館　日：土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始（12月28日～1月4日）、その他
電話番号：03(5991)5032 ／ FAX：03(5991)5659
利用資格：どなたでも利用できます
貸　　出：和書・洋書とも2週間、5冊までです
※身分証明書（運転免許証、健康保険証など）をお持ちください
レファレンスサービス：図書資料の所在調査などのサービスを行っています


